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地
方
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
県
町
村
議
会
議
長
会
、
伊

達
郡
町
村
議
会
議
長
会
と
福
島
大
学
が
共
催
し
、伊
達
郡
町
議
会
の

議
員
を
対
象
に
地
方
自
治
研
究
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
全
４
回
で
、
講
演
の
ほ
か
、
講
師
と
議
員
の
議
論
か

ら
課
題
解
決
を
は
か
り
ま
す
。

　

な
お
、第
３
回
は
１
月
22
日
、第
４
回
は
２
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　

岩
崎
先
生
は
現
在
、
内
谷
地

区
で
学
生
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
の
調
査
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
方
消
滅
」
と
い
う
人
口
減

少
予
告
を
警
告
と
受
け
止
め
、

自
治
体
が
住
民
と
一
緒
に
な
っ

た
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
学
生
や
大
学
教
員
な
ど

外
部
か
ら
の
協
力（
域
学
連
携
）

が
地
域
住
民
の
新
た
な
気
づ
き

や
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

飯
舘
村
の「
ま
で
い
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
」、
西
会
津
町
の
「
出い

で

戸と

集

落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
史
」
発
刊
な
ど

成
功
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、

都
会
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、

「
自
前
の
も
の
さ
し
」
を
持
ち
、

本
当
に
住
民
が
求
め
て
い
る
も

の
を
つ
か
む
こ
と
で
す
。

　

規
制
改
革
会
議
の
『
農
業
改

革
』
は
、企
業
の
新
規
参
入
の
促

進
、
農
業
委
員
会
の
見
直
し
、

農
業
生
産
法
人
の
企
業
化
の
推

進
、
地
域
農
協
が
主
体
と
な
る

農
協
の
自
己
改
革
を
さ
せ
、
競

争
力
や
魅
力
あ
る
農
業
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
改
革
は
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
農
家
の

多
く
が
赤
字
経
営
な
の
に
規
模

拡
大
が
で
き
る
の
か
、
農
業
委

員
の
公
選
制
を
首
長
の
選
任
制

に
す
る
の
は
民
主
主
義
に
反
す

る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
大
の
問
題
は
規

　

地
方
に
は
様
々
な
文
化
、
歴

史
、
技
や
知
恵
が
あ
り
、
日
本
の

未
来
を
支
え
る
ア
イ
デ
ア
は
人

口
減
少
の
先
進
地
で
あ
る
地
方

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
ま
す
。

　

福
島
は
原
発
事
故
で
人
口
減

少
の
課
題
に
い
ち
早
く
直
面
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
る
さ

と
を
捨
て
な
い
取
り
組
み
で「
再

生
の
最
先
端
」に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
講
演
内
容
を
よ
く
理
解

し
、
議
員
全
員
で
地
方
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

（
報
告
者

　
佐
藤
定
男
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
報
告

住
民
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
で

人
口
減
少
問
題
を
乗
り
越
え
よ
う

規
制
改
革
会
議
『
農
業
改
革
』
に
問
題
あ
り

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

―
域
学
連
携
の
取
り
組
み
か
ら

講
師

　
福
島
大
学
　
岩
崎
由
美
子
教
授

規
制
改
革
会
議『
農
業
改
革
』の
問
題
点
と

こ
れ
か
ら
の
農
業
・
農
村
・
農
協

講
師
　
福
島
大
学
　
小
山

　
良
太
教
授

第１回報告
11月26日

第２回報告
12月18日

本
当
に
住
民
が

求
め
る
も
の
は

地
方
の
知
恵
が

未
来
を
支
え
る

福
島
を
再
生
の

最
先
端
に

政
府
が
目
指
す

『
農
業
改
革
』と
は

改
革
に
は
多
く
の
問
題
が

日
本
の
農
村
文
化
が

破
壊
さ
れ
る

地
方
の
課
題
を
議
論
し
解
決
へ

福
大
生
が
地
域
住
民
の
声
を
聞
き
と
り

 

（
内
谷
地
区
）

農
業
改
革
の
問
題
点
を
研
究

 

（
福
島
テ
ル
サ
）



19

「資料が配られ、
　わかりやすかった。」

傍聴者からの傍聴者からの

・質問事項と要旨が書いてある資料が配られ、
聞いていてわかりやすかった。    （60代・男性）

・各議員が勉強していると感じられた。     （女性）
・議員の質問、町長や課長の答弁の内容が明確
でわかりやすかった。　　　　　（60代・男性）

・町内会の質問が多かったが、町全体の問題を
取り上げたほうがよい。　　　　　　  （男性）

・質問や答弁の発言はもっとゆっくり、はっきり
してほしい。　　　　　　　　　　 　（男性）

・傍聴者が少ないので、休日議会や夜間議会を
開催してはどうか。　　　　　 （50代・男性）

・議会だよりの配布だけでなく報告懇談会も開
催するのはいいことだと思う。　（70代・女性）

12月議会を傍聴したみなさんからアンケートにより感想をお聞きしました。

12月９日
　～12日 12月議会定例会

12月９日 総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会
12月10日 議会改革推進会議
12月11日 ３.11大震災復興対策特別委員会（現地調査）
12月15日 税の作品コンクール表彰式

12月16日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議小
坂方部会

12月17日
東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議役員会
義経まつり実行委員会、町表彰祝賀会

12月18日 地方自治研究交流セミナー［第２回］（福島市）
12月19日 公立藤田病院組合議会臨時会

12月23日 阿津賀志山ビッグツリー点灯式、明日へ。復興・
きずなイルミネーションキャンドルパーティー

12月25日 東日本大震災復旧復興対策推進国見町民会議総会、
森江野方部会、藤田方部会

12月26日 町都市計画審議会
１月４日 町消防団出初式
１月５日 新春賀詞交歓会

１月７日
交通三団体交通安全祈願祭
明日へ。復興・きずなイルミネーションクロー
ジング・パーティー

１月８日 広報編集委員会、年始知事懇談会（福島市）
１月10日 国見地区建築業組合定期総会新年会
１月11日 町成人式
１月14日 総務文教常任委員会
１月15日 産業厚生常任委員会（現地調査）
１月17日 安藤政治氏叙勲披露宴
１月21日 広報編集委員会、議員懇談会
１月22日 地方自治研究交流セミナー［第３回］（福島市）

１月27日
県町村議会議長会理事・監事合同会議（福島市）
伊達郡町村議会正副議長会議（福島市）

１月28日 議会運営委員会調査（宮城県大和町、大郷町）

議会の動き

模
拡
大
に
よ
り
専
業
農
家
と
兼

業
農
家
が
混
在
す
る
日
本
型
農

村
社
会
を
崩
壊
さ
せ
、
人
口
流

出
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
『
農
業
改
革
』
は
、農

業
だ
け
で
な
く
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
、真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

 

（
報
告
者

　
阿
部
泰
藏
）

ま
ち
づ
く
り
を

考
え
た
改
革
を

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へお問い合わせ下さい。
TEL585-3295（直通）

次の定例会は3月５日開催予定です
手続きは、受付簿に住所・氏名などを記入するだけで気軽に
傍聴できます。また、議案審議がわかりやすくなるよう、傍
聴者には議案資料を提供します。
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